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新燃岳 

 

・噴煙など表面現象の状況（第１図、第２図-①、第３図-①、第14図） 

新燃岳では、2011年９月７日の噴火以降、噴火の発生はない。噴煙活動は静穏で、概ね火

口内で消散する状態で経過した。 

 

・地震、微動活動（第２図-③～⑥、第３図-③～⑨、第４～６図） 

新燃岳周辺では、火山性地震は少ない状態で経過した。震源は、主に新燃岳付近のごく浅い

所～海抜下２kmに分布した。 

火山性微動は2012年３月以降観測されていない。 

 

・地殻変動の状況（第２図-⑦、第３図-⑩、第６～11図） 

傾斜計では、火山活動によると考えられる変動はみられない。 

GNSS連続観測では、新燃岳北西側の一部の基線において、2013年12月頃から新燃岳の北西

地下深くのマグマだまりへのマグマの供給に伴うと考えられる地盤の伸びの傾向が続いてい

る。 

 

・火口内及び周辺の状況（図12） 

海上自衛隊第 72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て、10月７日、12月 18日に実施した上

空からの観測では、火口内に蓄積された溶岩の形状に特段の変化はみられなかった。火口内で

は、溶岩の縁辺部を中心に複数の噴気孔が見られ、火口内にとどまる程度の噴気がみられた。

また、2008年の噴火で形成された西側斜面の割れ目付近では、噴気はみられなかった。 

赤外熱映像装置による観測では、熱異常域の分布に特段の変化はなく、火口内に蓄積された

溶岩の縁辺部（北側、東側、南側）及び西側斜面の割れ目付近の一部に熱異常域がみられた。

火口縁南側では、10月から熱異常域がみられなくなった。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、九州大学、鹿児島大学、独立行政法人防災科学

技術研究所、鹿児島県及び宮崎県のデータを利用して作成した。 

＊  2015年４月３日受付 
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第１図 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況（2015年１月７日、韓国岳遠望カメラによる） 
Fig.1 Visible image of Shinmoedake on January 7, 2015. 
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第２図 霧島山（新燃岳） 最近の活動経過（2013年２月１日～2015年２月10日） 

＜2014年10月１日～2015年２月10日の状況＞ 

・噴煙活動は静穏で、概ね火口内で消散する状態で経過した。 

・火山性地震は少ない状態で経過している。 

・火山性微動は観測されていない。 
二酸化硫黄放出量グラフ中の×印は、二酸化硫黄が検出されなかった場合を示す。 

Fig.2 Volcanic activity in Shinmoedake (February 1, 2013 – February 10, 2015). 
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第３図 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2010年１月１日～2015年２月10日） 
二酸化硫黄放出量グラフ中の×印は、二酸化硫黄が検出されなかった場合を示す。 

Fig.3 Volcanic activity in Shinmoedake (January 1, 2010 – February 10, 2015). 
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第５図 霧島山（新燃岳） 火山性地震の震源分布図（2010年１月～2015年２月10日） 

＜2014年10月～2015年１月の活動状況＞ 

震源は、主に新燃岳付近のごく浅い所～海抜下２kmに分布した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.5 Hypocenter distribution in Shinmoedake (January 1, 2010 – February 10, 2015). 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ：2014年10月～2015年２月10日の震源 
  ：2010年１月～2014年９月の震源 

第４図 霧島山 一元化震源による広域の震源分布図（2000年10月１日～2015年２月10日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.4 Hypocenter distribution in Kirishimayama (October 1, 2000 – February 10, 2015). 

○：2014年10月１日～2015年２月10日の通常地震 ○：2000年10月１日～2014年９月30日の通常地震 

○：2014年10月１日～2015年２月10日の低周波地震 ○：2000年10月１日～2014年９月30日の低周波地震 

深部低周波地震 

一般地震 
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第６図 霧島山（新燃岳） 高千穂河原傾斜計の変化、BH型地震の時間別回数（2011年１月～2015年２月10日） 

傾斜計では、火山活動によると考えられる変動はみられなかった。 
2011年６月上旬～７月上旬、９月中旬及び 11月中旬、2012年６月上旬～７月上旬、2013年６月上旬～９月上旬、10

月下旬、2014年７月下旬～９月の傾斜変化は、降水等の気象条件の影響も含まれる。 

Fig.6 Tilt change in Shinmoehokuto station and the number of volcanic earthquakes (January 1, 2011 – February 10, 2015). 

点検調整による変動 

BH型地震時別回数 

地中温度 

東西方向（東-UP） 

南北方向（北-UP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７図 霧島山 傾斜計観測点配置図 
国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル、行政区画界線）』を使用した。 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は防災科学技術研究所の観測点位置を示す。 

Fig.7 Location map of tilt change observation sites in Kirishimayam. 
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防)霧島万膳(200ｍ) 
南北（北UP） 

東西（東UP） 

栗野岳西(20ｍ) 
南北（北UP） 

東西（東UP） 

大浪池南西(93ｍ) 
南北（北UP） 

東西（東UP） 

湯之野(12ｍ) 
南北（北UP） 

東西（東UP） 

高千穂河原(98ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

荒襲(30ｍ) 
南北（北UP） 

東西（東UP） 

第8-1図 霧島山 日別地震回数と傾斜変動（山体の南西側）及びえびの日降水量 

（2013年２月１日～2015年２月10日） 
観測点名の後ろの数値は観測深度を示す。 

波形が途切れているところは障害等によりデータなし。 

Fig.8-1 Tilt changes and the number of volcanic earthquakes (February 1, 2013 – February 10, 2015). 
 

10.0μrad 
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防)霧島夷守台(200ｍ) 

御池北西(30ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

矢岳登山口(20ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

新燃岳北東(10ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

夷守岳西(20ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

韓国岳北東(95ｍ) 

南北（北UP） 

東西（東UP） 

第8-2図 霧島山 日別地震回数と傾斜変動（山体の北東側）及びえびの日降水量 

（2013年２月１日～2015年２月10日） 
観測点名の後ろの数値は観測深度を示す。 

波形が途切れているところは障害等によりデータなし。 
Fig.8-2 Tilt changes and the number of volcanic earthquakes (February 1, 2013 – February 10, 2015). 

 

10.0μrad 
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2011年４月１日解析開始 

2011年４月１日解析開始 

2011年４月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

原因不明のステップ 

第9-1図 霧島山 GNSS連続観測による長期の基線長変化（2010年１月～2015年２月10日） 

GNSS連続観測によると、新燃岳周辺の一部の基線（図の①、②、③、⑤）では、2013年12月頃か

ら伸びの傾向がみられる。 
これらの基線は第11図の①～⑥に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 

Fig.9-1 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2001 – February 10, 2015). 
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第9-2図 霧島山 GNSS連続観測による長期の基線長変化（2010年１月～2015年２月10日） 
これらの基線は第11図の⑦⑧に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 

Fig.9-2 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2001 – February 10, 2015). 

2010年10月１日解析開始 

御池観測点のセンサー交換による 
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第10-1図 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年１月１日～2015年２月10日） 
この基線は第11図（上段）の①～21に対応している。 

基線の先頭が0になるように調整した。 

変動が大きい基線には、基線番号の前に矢印を入れた。 

空白部分は、データの欠測をあらわす。 

Fig.10-1 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2013 – February 10, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦荒襲－皇子原 

(6365.264ｍ) 

⑨夷守林道－荒襲 

(9340.024ｍ) 

①夷守林道－野々湯 

(10241.873ｍ) 

⑩夷守林道－皇子原 

(8414.864ｍ) 

⑤夷守林道－新床 

(7603.141ｍ) 

⑪韓国岳－夷守林道 

(4305.434ｍ) 

⑫韓国岳－韓国岳北東 

(2613.192ｍ) 

⑬韓国岳－野々湯 

(6396.848ｍ) 

⑭韓国岳－新床 

(3943.485ｍ) 

⑮韓国岳－高千穂河原 

(6205.379ｍ) 

⑯韓国岳－高千穂峰２ 

(7629.732ｍ) 

⑰韓国岳北東－夷守林道 

(2023.375ｍ) 

⑱韓国岳北東－野々湯 

(8301.335ｍ) 

⑲韓国岳北東－新床 

(6307.637ｍ) 

⑳韓国岳北東－高千穂河原 

(7684.716ｍ) 

21御池－韓国岳北東 

(11885.058ｍ) 

③高千穂河原－夷守林道 

(7978.816ｍ) 

②高千穂河原－野々湯 

(10009.093ｍ) 

④高千穂河原－新床 

(4228.4ｍ) 

⑥新床－皇子原 

(10015.193ｍ)  

⑧高千穂河原－御池 

(5226.681ｍ) 

５cm 
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第10-2図 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年１月１日～2015年２月10日） 
この基線は第11図（下段）の22～42に対応している。 

基線の先頭が0になるように調整した。 

変動が大きい基線には、基線番号の前に矢印を入れた。 

空白部分は、データの欠測をあらわす。 

Fig.10-2 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2013 – February 10, 2015). 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27大幡山登山口－野々湯 

(11409.194m) 

28大幡山登山口－新床 

(6734.581ｍ) 

29大幡山登山口－高千穂河原 

(4926.512ｍ) 

30高千穂河原－荒襲 

(1501.055ｍ) 

31高千穂河原－皇子原 

(6399.143ｍ) 

32高千穂河原－高千穂峰２ 

(2242.079ｍ) 

33高千穂峰２－夷守林道 

(8458.444ｍ) 

34M霧島山A(国)－M霧島山2(国)

(7834.341ｍ) 

35M霧島山A(国)－夷守林道 

(8148.382ｍ) 

36M霧島山A(国)－韓国岳 

(7882.29ｍ) 

 37M霧島山A(国)－韓国岳北東 

(6907.155ｍ) 

 38M霧島山A(国)－野々湯 

(8666.7ｍ) 

 39M霧島山A(国)－新床 

(11021.047ｍ) 

 40M霧島山２(国)－韓国岳北東 

(4722.702ｍ) 

41M霧島山２(国)－野々湯 

(3311.996ｍ) 

42M霧島山２(国)－新床 

(3311.996ｍ) 

26大幡山登山口－韓国岳北東 

(4971.723ｍ) 

22 御池－皇子原 

(4849.697ｍ) 

23御池－高千穂峰２ 

(3512.213ｍ) 

24野々湯－荒襲 

(11205.726ｍ) 

25野々湯－皇子原 

(15433.002ｍ) 

５cm 
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第11図 霧島山 GNSS観測点基線図 
   小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

    （国）：国土地理院 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.11 Continuous GNSS observation sites and baseline number. 
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第12図 霧島山（新燃岳） 火口内及び周辺の状況（西側から撮影） 

(上段：2014年12月18日、中段：2014年10月７日、下段：2014年１月24日) 

・溶岩の形状には特段の変化は認められず、これまでと同様に多数の凹凸及び亀裂がみられた。 

・溶岩の縁辺部には複数の噴気孔が引き続き見られ(赤破線)、その噴気はわずかに認められる程度であった

以外で新たな噴気はみられなかった。 

・2008年の噴火で形成された西側斜面の割れ目付近(橙破線)では、噴気はみられなかった、 

・熱異常域の分布に特段の変化はなく、溶岩の縁辺部（破線Ａ、Ｂ、Ｃ）及び西側斜面の割れ目付近の一部

（破線Ｄ）に熱異常域が引き続きみられた。 

・火口縁南側（破線Ｅ）では、10月から熱異常域がみられなくなった。 
Fig.12 Visible and thermal images in and around Shinmoedake crater. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

 

Ａ 
Ｂ Ｃ 

日射の影響 
 

Ｅ 

2014年１月24日10時17分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空

分遣隊のヘリコプターから撮影 

 

2014年１月24日10時26分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空

分遣隊のヘリコプターから撮影 

 

2014年12月18日10時29分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

2014年12月18日10時29分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

2014年10月７日10時30分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

2014年10月７日10時20分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

Ａ Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

日射の影響 
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御鉢 

 

 

 

・噴気など表面現象の状況（第13図、第14図-①） 

遠望カメラによる観測では、火口縁を越える噴気は観測されず、噴気活動は静穏な状況が続

いている。 

 

・火山性地震、微動活動の状況（第４図、第14図②～⑤、第15図） 

火山性地震は少ない状態で経過した。震源は、御鉢付近のごく浅い所～海抜下１kmに分布し

た。 

火山性微動の継続時間の合計は３分だった。 

 

・地殻変動の状況（第６～11図） 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる変動はみられなかった。 

 

・火口内及び周辺の状況（図16） 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て、2014年１月24日、５月22日、10月

７日、12月18日に実施した上空からの観測では、噴気はみられなかった。 

赤外熱映像装置による観測では、2013年12月25日の観測と比較して熱異常域の分布に大き

な変化はなく、御鉢火口底の一部に熱異常域がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高千穂峰 

御鉢 

第13図 霧島山（御鉢） 遠望カメラによる御鉢の状況 

（2014年12月23日、猪子石遠望カメラによる） 
Fig.13 Visible image of Ohachi on December 23, 2014). 
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第14図 霧島山（御鉢） 火山活動経過図（2003年１月１日～2015年２月10日） 

＜2014年10月１日～2015年２月10日の状況＞ 

・火口縁を超える噴煙はみられなかった。 

・火山性地震は少ない状態で経過した。 

・継続時間の短い火山性微動が２回発生した。 
Fig.14 Volcanic activity in Ohachi (January 1, 2003 – February 10, 2015). 
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第15図 霧島山（御鉢） 火山性地震の震源分布図（2010年１月～2015年２月10日） 

＜2014年10月～2015年２月10日の活動状況＞ 

震源は、御鉢付近のごく浅い所～海抜下１kmに分布した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.15 Hypocenter distribution in Ohachi (January 1, 2010 – February 10, 2015). 

●：2014年10月～2015年１月の震源   ○：2010年１月～2014年９月の震源 

第16図 霧島山（御鉢） 火口内及び周辺 西側からの状況 

(上段：2014年12月18日、下段：2013年12月25日、西側から撮影) 

・御鉢火口内及び周辺に噴気は認められなかった。 

・熱異常域の分布に大きな変化はなく、火口底の一部（白破線円）に熱異常域が認められた。 
御鉢火口内北西側斜面及び御鉢・高千穂峰南東側斜面の熱異常域は、日射の影響によるものである。 

Fig.16 Visible and thermal images in and around Ohachi crater. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年12月18日10時54分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊のヘ

リコプターから撮影 

2014年12月18日10時54分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

2013年12月25日10時48分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊のヘ

リコプターから撮影 

2013年12月25日10時48分 

海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の

ヘリコプターから撮影 

日射の影響 
 

日射の影響 
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えびの高原（硫黄山）周辺 

 

・噴煙など表面現象の状況（第17図） 

硫黄山や韓国岳北側に噴気はみられなかった。 

2014年10月21日、10月25～28日、11月６日、11月12日及び11月17～18日、2015年

１月20日に行った現地調査では、硫黄山及びその付近に噴気はみられなかった。赤外熱映像

装置による観測では、硫黄山及びその付近に熱異常域はみられなかった。 

 

・火山性地震、火山性微動活動（第４図、第18～23図） 

火山性地震は時々発生した。震源は、韓国岳及び大浪池周辺の海抜下０～５kmに分布した。 

2015年２月２日13時50分に、硫黄山付近の海抜下０kmでマグニチュード1.2（暫定値）が

発生した。 

火山性微動は観測されていない。 

 

・地殻変動の状況（第７～11図、第24～26図） 

GNSS連続観測では、韓国岳付近の一部の基線で、2013年12月頃から地盤の伸びの傾向がみ

られた。 

韓国岳北東観測点の傾斜計で、2015年２月３日頃からわずかに北西上がりの傾向がみられた。 

 

・全磁力の状況（第27図） 

2015年１月19～21日に実施した全磁力繰り返し観測では、火山活動に起因すると考えられ

る変化は認められなかった。 

 

・えびの高原（硫黄山）周辺の状況（第28～30図） 

2014年10月７日に海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て実施した上空からの

観測では、えびの高原の硫黄山、韓国岳、大浪池、白紫池、六観音御池、不動池では噴気活動

はみられなかった。また、大浪池、白紫池、六観音御池、不動池および大幡池では、火山活動

に起因すると考えられる湖水の白濁や浮遊物はみられなかった。 
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第17図 霧島山（えびの高原（硫黄山））周辺 硫黄山付近の状況 

（2015年１月25日、えびの高原カメラによる） 
Fig.17 Visible image in and around Ioyama on January 25, 2015. 

硫黄山 

韓国岳 
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第18-1図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図（2013年12月～2015年２月６日） 

＜2014年10月～2015年２月６日の状況＞ 

・火山性地震は時々発生した。 

・火山性微動は観測されていない。 
※えびの高原（硫黄山）周辺の地震は2013年12月１日から計数を開始した。 

Fig.18-1 Volcanic activity in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – February 6, 2015). 
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第18-2図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山性地震の日別発生回数と最大振幅 

（2013年12月～2015年２月10日） 
※えびの高原（硫黄山）周辺の地震は2013年12月１日から計数を開始した。 

Fig.18-2 Daily number of volcanic earthquakes and muximum seismic amplitude (December 1, 2013 – February 10, 2015). 
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第19図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 地震タイプ別震源分布図 

（2013年12月１日～2015年２月10日） 

Ｂ型地震は、今期間は震源は求まっていない（東西断面図や深さの時系列のＢ型地震は新燃岳付近

の地震）。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.19 Hypocenter distribution in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – February 10, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：2014年10月１日～2015年２月10日のＡ型地震   ○：2013年12月１日～2014年９月30日のＡ型地震 

●：2014年10月１日～2015年２月10日のＢ型地震   ○：2013年12月１日～2014年９月30日のＢ型地震 

2/2 13:50 

第20図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 初動極性分布に用いた震源分布図 
図中の丸数字は第21図の丸数字に対応する。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.20 Hypocenter distribution in and around Ebino-Kogen. 
Hypocenters with number indicate A type earthquakes in Fig.21-1-2. 

- 218 -



火山噴火予知連絡会会報 第120号 

霧島山 
 

霧島山A

震）新燃西

防）万膳

震）霧島観測所

震）新燃北

高千穂河原

防）夷守台

矢岳登山口

震）P01

震）P03

大幡山登山口

夷守岳西

大浪池南西

韓国岳北東

N

W E

S

霧島山A
震）新燃西

防）万膳

震）霧島観測所

震）新燃北

夷守岳西

高千穂河原

防）夷守台

矢岳登山口

震）P01

震）P03

震）P05

大幡山登山口

震）P10大浪池南西

韓国岳北東

N

W E

S

霧島山A
震）新燃西

防）万膳

震）新燃北

夷守岳西

震）P10大浪池南西

韓国岳北東

高千穂河原

防）夷守台

矢岳登山口

栗野岳西

震）P01

震）P03

震）P05

大幡山登山口

震）霧島観測所

N

W E

S

霧島山A

震）新燃西

防）万膳

震）霧島観測所

震）P10

大浪池南西

高千穂河原

矢岳登山口

栗野岳西

震）P03

震）P05

震）新燃北

夷守岳西
韓国岳北東

防）夷守台

震）P01

大幡山登山口

N

W E

S

震）新燃西

防）万膳

震）霧島観測所

震）新燃北

夷守岳西

高千穂河原

防）夷守台

矢岳登山口

震）P01

震）P03

大幡山登山口

大浪池南西

韓国岳北東

N

W E

S

霧島山A
震）新燃西

防）万膳

震）新燃北

夷守岳西

震）P10大浪池南西

韓国岳北東

高千穂河原

防）夷守台

矢岳登山口

栗野岳西

震）P01

震）P03

大幡山登山口

震）霧島観測所

N

W E

S

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第21-1図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） Ａ型地震の初動極性分布（下半球等積投影） 
Fig.21-1 Initial motion polarity of A type earthquakes in and around Ebino-Kogen. 

③2014/10/27 05:24 

⑤2014/11/08 13:51 

①2014/10/03 15:08 

⑥2014/11/14 12:13 

④2014/10/30 07:25 

②2014/10/05 23:13 
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⑩2015/01/09 23:15 

⑦2014/11/27 04:25 ⑧2014/12/03 12:28 

⑨2015/01/06 20:40 

第21-2図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） Ａ型地震の初動極性分布（下半球等積投影） 
Fig.21-2 Initial motion polarity of A type earthquakes in and around Ebino-Kogen. 

⑪2015/01/25 06:43 ⑫2015/02/02 13:50 
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第23図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 震源再決定に使用した観測点配置図 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.23 Inverted triangles and blue circles indicate seismic station and hypocenter. 
 

硫黄山 

第22図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山付近の震源分布図 
   成層構造及び半無限速度構造（Vp:2.5km/s、Vp/Vs:1.73）で決定した震源の比較 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.22 Hypocenter distribution in and around Ioyama. 
 

半無限 成層 
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夷守林道－野々湯 

夷守林道－新床 

韓国岳付近の火山性地震日別回数 

５cm 

NE-up 

NE-up 

NE-up 

第24図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動時系列（時間値） 

（2013年２月１日～2015年２月10日） 

GNSS連続観測では、韓国岳付近の一部の基線で、2013年12月頃から地盤の伸びの傾向がみられる。
Fig.24 Baseline changes, tilt chages and the number of volcanic earthquakes in and around Ebino-Kogen. 
     (February 1, 2013 – February 10, 2015) 

GNSS基線長変化 

韓国岳北東傾斜計
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火山性微動 

（2014/8/20） 

現地有感地震 

（2015/2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国岳北東傾斜計 

第25図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 

火山性微動（2014/8/20）と現地有感地震（2015/2/2）後の傾斜変動比較（分値） 

（上段：2014年８月15日～８月25日、下段：2015年１月28日～２月７日） 

韓国岳北東観測点で、2015年２月３日頃からわずかに北西上がりの傾向がみられた。 
Fig.25 Tilt changes in Karakunihokuto station. 

 Upper: August 15 – 25, 2014.  Lower: January 28 – February 7, 2015. 
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第26-1図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 韓国岳北東観測点傾斜変動（分値） 

（2015年１月25日～2015年２月８日） 
破線の期間は第26－2図の傾斜変動ベクトルの表示期間を示す。 

Fig.26-1 Tilt changes in Karakunidakehokuto station (January 25 2015 – February 8, 2015). 
 

第26-2図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 韓国岳北東観測点傾斜変動ベクトル 

（2015年２月１日～２月６日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.26-2 Ttilt change vector(red arrow) estimated from tilt change in Fig.26-1. 
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第27-1図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） えびの高原周辺の全磁力変化 

（2014年10月25日～2015年１月21日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.27-1 Variation of the geomagnetic total intensity (December 9, 2014 – January 21, 2015). 
 

第27-2図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山周辺の全磁力変化 

（2014年12月９日～2015年１月21日） 

観測期間が短いため、データの蓄積が必要である。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.27-2 Variation of the geomagnetic total intensity (December 9, 2014 – January 21, 2015). 
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第28-1図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布 

（韓国岳中腹から硫黄山の南側及び火口内を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-1 Visible and thermal images in and around Ioyama. 
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第28-2図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布

（韓国岳中腹からえびの高原方向を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
Fig.28-2 Visible and thermal images in and around Ebino-Kogen. 

2014年10月25日 2014年10月25日10時49分 

2014年11月18日 2014年11月18日11時52分 

2015年1月20日 

2014年11月27日 

2015年1月20日09時58分 

2014年11月27日12時31分 

第28-3図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布

（えびのエコミュージアム駐車場から硫黄山西側及び韓国岳北西側を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-3 Visible and thermal images in and around Ebino-Kogen. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日射の影響 

日射の影響 

日射の影響 

- 227 -



火山噴火予知連絡会会報 第120号 

霧島山 
 

2014年10月27日 2014年10月27日15時12分 

第28-4図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面

温度分布（上段：11月27日、中段：11月６日、下段：10月27日、硫黄山火口の南側

から火口底及び北側火口壁を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-4 Visible and thermal images of Ioyama. 

2014年11月６日 2014年11月６日14時01分 

2014年11月27日 2014年11月27日12時20分 

2015年1月20日 2015年1月20日10時36分 
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2014年10月21日 2014年10月21日11時54分 

第28-5図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布

（韓国岳登山道入り口のベンチから硫黄山南側斜面を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-5 Visible and thermal images of Ioyama. 
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2015年1月20日11時13分 

第28-7図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布

（硫黄山北西側の舗装路から不動池を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-7 Visible and thermal images of Ioyama. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年１月20日 

2014年11月27日 2014年11月27日12時08分 

2015年1月20日10時09分 2015年1月20日 

2014年11月27日10時57分 

2014年11月27日 

第28-6図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 可視画像および赤外熱映像装置による地表面温度分布

（硫黄山山頂の南東側から硫黄山南東側斜面を撮影） 

噴気や熱異常域はみられなかった。 
温度の高い部分は日射の影響。 

Fig.28-6 Visible and thermal images of Ioyama. 
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第29図 霧島山（えびの高原（硫黄山）付近） 第28図の撮影位置図 
Ｘは撮影位置を、矢印は撮影方向を示す。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル）』を使用した。 
Fig.29 Thermal observation sites in Fig.28. 
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2014年10月７日10時43分 
海上自衛隊第 72航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

 
第30図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山付近の状況（2014年10月７日） 

・えびの高原の硫黄山、韓国岳、大浪池、白紫池、六観音御池、不動池では噴気活動はみられな

かった。 

・大浪池、白紫池、六観音御池、不動池および大幡池では、火山活動に起因すると考えられる湖

水の白濁や浮遊物はみられなかった。 
Fig.30 Visible images in and around Ebino-Kogen. 

2014年10月７日10時43分 
海上自衛隊第 72航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年10月７日10時43分 
海上自衛隊第 72航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 
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第31図 霧島山 観測点配置図 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（鹿）：鹿児島県、（震）：東京大学 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.31 Location map of permanent observation sites in Kirishimayama. 
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